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半側空間無視に対する作業療法に関する研修会を開催しました

　令和5年12月16日に研修会等補助金事業を活用させていただき、ふもとの会・長崎高次脳

機能研究会の合同主催での研修会を長崎大学医歯薬学総合教育研究棟での対面形式と

ZOOMを用いたハイブリット形式で開催いたしました。

　本研修会では、「半側空間無視に対する作業療法を考えよう」というテーマを設け、

「半側空間無視に関する基礎研究の知見」について、茨城県立医療大学の石井大典先生に、

「半側空間無視に関する病態と評価」について大松聡子先生に、

「半側空間無視に対する介入」について熊本保健科学大学の

松尾崇史先生に講義をしていただき、その後長崎北病院の

山田麻和先生をファシリテーターとして迎え、シンポジウム形式にて、

講師と参加者との間での討論会を実施しました。

講師の先生方からは、最新の知見ついてご紹介していただくとともに、

討論会においては、参加者からの質問に対して、

これまでの臨床経験からの知見についてもご紹介していただき、

活発な討論会も実施することができ、基礎から臨床まで系統的に

半側空間無視に対する作業療法について学ぶことができました。

　 学術局では、研修会の企画に対して直接経費の補助を行う事業を行なっています。

具体的に言うと直接経費とは、講師謝金や講師の交通費、会場費等であり、日頃ではなかなか

学べない日本トップの作業療法士の先生方を講師に招くチャンスとなるかと思います。

申請方法は長崎県作業療法士会のホームページに記載してあり、何かご不明な点があれば学術局

までご連絡いただければと思います。

　さて、昨今コロナ禍において補助金申請の件数は減少しておりましたが、

今年度は身体障害領域、精神障害領域等4件申請があり、

それぞれ盛況だったようです。4件の補助金事業の中から

令和5年12月16日に開催された、ふもとの会・長崎高次脳機能研究会

の合同主催での研修会を紹介したいと思います。

長 崎 県 作 業 療 法 士 会

研 修 会 等 補 助 金 事 業 に つ い て

学術局

報告者：森内剛史

補助金事業
詳細はこちら
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長崎県作業療法士会  啓発活動報告

【健康しま䜀ら福祉まつり】
　令和5年11月26日（日）に島原復
興アリーナにて開催されました。コロ
ナ禍で中止されていた福祉まつりで
したが、4年ぶり䛾対面開催というこ
とで多く䛾来場者がありました。今
回䛿PT・OT・ST三士会合同で認知
症について䛾企画を行い、OTで䛿
認知症について䛾講話、脳トレ䛾紹
介、普段䛾臨床で䛾かかわりや訓
練䛾紹介も踏まえて啓発ができまし
た。

◀参加されたスタッフから䛾感想▶
　今回、しま䜀ら福祉まつりに初めて参加しま
した。講話を参加者と一緒に聞き、認知症につ
いて䛾基礎知識䛿勿論、豆知識なども必要で
あると感じた。福祉まつりを通して作業療法を
皆さんに知ってもらうことも大事。他施設䛾
PT・OT・ST䛾先生方と話す機会も多く、横䛾
繋がりも深める事ができ良かった。

　久しぶり䛾福祉まつり䛾参加で、初めて来場者
へ䛾講話をする機会がありました。聞く側と違う雰
囲気を感じ、来場者に合わせた説明をする事䛾難
しさを感じた。今後䛿大勢䛾参加者䛾前で講話を
する機会が多くなると思う䛾で、落ち着いてわかり
やすい説明ができるように、日々䛾自己研鑽を励
み、目配り・気配りをできるようにしたい。院外䛾従
事者と䛾交流や先輩OT䛾先生からアドバイスを
頂く機会もあり、士会活動䛾大切さを感じた。これ
からも健康増進や作業療法啓発に繋がる活動を
行っていきたい。

【平戸福祉健康まつり】
　令和5年10月29日に平戸文化センターにて健康福祉まつりが開催されました。コロナ禍で展示物䛾み䛾
開催が続いておりましたが、4年ぶりに対面開催となりました。
作業療法士会ブースで䛿広報誌「rough」䛾配布、革細工・自助具体験、精神保健予防班から䛿『睡眠
チェック』を実施しました。ブース来客䛿296名と大盛況でした。各専門職、民生委員連合会などによる出店
や催しもたくさんあり、市民䛾皆様が休日䛾ひとときを楽しまれていました。

24時間テレビ

×
OT啓発活動

　2023年8月27日に佐世保市アーケード内まち
なかコミュニティセンターで県北地区作業療法
啓発活動を行いました。市民参加者䛿 90名、募
金総額24,990円を集めることが出来ました。み
なさん想像してください !!
“作業療法がどれくらい市民に認知されている
か”を…。募金を渡しに行くことや買い物するな
ど目的があって行動している市民に対して少し
でも我々䛾活動に興味を持ってもらうこと䛾難
しさを実感しました。人が集まるところに出向か
ないと作業療法を知ってもらえない䛾が現状で
す。若手䛾力（アイデア）が必要です。啓発活動
に参加して作業療法䛾未来を一緒に作ってい
きましょう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

報告者：塚本倫央(長崎労災病院)

報告者：横山義隆（青洲会病院）

スタッフ䛾皆様、
お疲れ様でした！

報告者：県南地区理事　松尾忠昭・坪田優一

「明日䛾ために、今日からつながろう」

（公立小浜温泉病院：永田）

（公立小浜温泉病院：渡部）



1996年 出⼝病院との出会い
上記原体験が私の軸となり、出⼝病院でのOT開設、その後の
認知症治療病棟の⽴ち上げに結びついていきました。

2002年 重度認知症デイケアゆうばの開設
岡⼭にある「⼭本クリニック」がヒントになりました。ホテルの
ロビーのような優雅な空間で、認知症の⽅々がソファーに座り
くつろいでいるご様⼦、素敵な⾹り、レクリエーション禁⽌、
職員はユニフォームを着ず、皆がその⾵景に溶け込んでいまし
た。尊厳とは何か、その後も考え続けました。

2006年 東京の在宅診療専⾨のこだまクリニックの往診に⼀⽇同伴
患家を回り、認知症の⽅へのアウトリーチの考え⽅、⼿法、家族⽀援を
具体的に学ぶ機会になりました。この年、サテライトで、精神科デイケア
ゆうとを⽴ち上げました。

2012年 認知症初期集中⽀援事業のモデル事業に取り組む荒尾市のこころの郷病院へ訪問
その地域の平たい関係の中ではぐくまれた連携、この連携の考え⽅なしに、認知症初期集中⽀援
事業はできないと思いました。この事業への関⼼が⼤きく膨らみました。地域活動により積極的
になりました。

2013年 筑波⼤学付属病院で⾏われていた軽度認知障害の⽅のデイケア体験
軽度認知障害、また軽度の認知症の⽅の活動のニーズを知り、
なかなか⼿が届かなかった軽度の⽅が集う場、「認知元気塾」
を精神科デイケアゆうとで開きました。

2016年 ⻑崎市の認知症初期集中⽀援モデル事業にかかわる
制度化以降、北部エリアで260ケースに介⼊してきました。
詳しくは⻑崎市認知症初期集中⽀援事業を検索ください。

語りきれないすべてが充実のOT体験です。

達⼈
tell me

⼼うごかせ！

Series11

医療法人晶生会 認知症疾患医療センター 宮川 由香

〜認知症の現場に⽴って、
OTでよかったぁ、、、私の体験〜

年末年始の認知症のトピック。昨年12⽉、アルツハイマー病の新薬「レカネマブ」が実際に
医療現場で使⽤されるようになったこと。もう⼀つは、今年元旦、「認知症基本法」が施⾏された
ことです。これら⼤きな出来事で、私たちが直⾯している「認知症の実際」に今後どれほどの変化
が起こっていくでしょうか？

私事ですが、OTとなり、35年以上の年⽉が経ち、そのほとんどが、認知症の⽅々との時間だった
と思い起こします。最初に勤めたのは岡⼭にある700床以上ある精神科病院。担当したのは認知症
病棟。全員つなぎ服を着て、ほとんど寝たきり、聞こえてくるのは奇声、またはうめき声、そんな
病棟に初めてOTが⼊りました。初⽇、鍵盤ハーモニカを⼿持ちし、ホールで「⼣焼け⼩焼け」
「君が代」を弾きました。焦点の定まらない淀んだ瞳のその⼈たちの⽬に⾊が⼊り、ピアノに
合わせて⼝が動く、指で拍⼦をとる、その⼈たちは、かすかな声で歌を歌いました。その後、
看護者が、⼀⼈⼆⼈と患者さんを離床させて連れてきてくださるようになり、⼩さな集団が次第に
育っていきました。それが、私のOT原⾵景です。

その後、

後輩の皆様へ、制度や事象による変化を待つのではなく、その流れをつかんで、現状に変化を起こす
のは「私」しかありません。そのためには、OTとして関われる世界に「私」を投げ出していってほし
いと願います。「私」として関われることは、⾝近にもたくさんあり、そこで得られた出会い、経験は、
「私の実際」を変えていく⼒をきっと⽣み出していきます。そんな皆さんの⼒によって、認知症の実際
も、また変化を起こしていくのだと思います。
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チームアプローチの実践に悩む
OTに読んで欲しい一冊

「作業療法士が書いた理論に基づいたチームア
プローチの本！」チーム医療を円滑に進めるた
めに、多種多様な専門職がお互いの専門性や信
念を超えて協働する方法論として開発された
「信念対立解明アプローチ」の入門書。理論か
ら実践まで、事例を通してやさしく解説する。
医師、看護師をはじめ、保健医療福祉で連携す
る専門職必読の一冊です。

発達障害に興味を持っている、
もっと深めたいと想っているOTへ

子どもたちへの支援に必要な発達科学を基礎
から学ぶことができます。子どもたちが自分の
生きている世界へ探索し、社会との関わりを構
築しながら発達していくという考えのもと、セ
ラピストが介入することへの意義と、実際の療
育・支援に役に立つヒントがあります。

出版社：協同医書出版社

出版社：医学書院

自分のいる組織（チーム）を
もっと良くしたいと感じているOT
「誰であっても、リーダーシップをとって組織
を変えることができる」、そんな勇気を与えて
くれる1冊です。目指したいと思える組織の理
想像や、組織を変えていくためのメソッドを体
系化した内容がイラストを含めわかりやすく説
明されています。どの職種、分野であろうと是
非一読を！そこにあなたが一歩を踏み出すヒン
トがある！

出版社：クロスメディア・パブリッシング(インプレス)

出版社：中央法規出版

初学者から中級者向けで、
患者教育や後輩指導にも使いやすいです。

この本は他の整形外科の教科書に比べて圧倒
的にわかりやすいので、仕事中もサッと確認で
きます。基本的な解剖やプロトコールに沿って
運動指導の方法も記載されています。そして
「臨床あるある」もピックアップされており、
臨床現場では欠かせない教科書です!!



ママさんOT 「仕事と家庭の両立を楽しむ！」
連載

PROFILE

長崎リハビリテーション病院 小川円香
✔ OT15年目、回復期リハビリテーション病棟でOTリーダー
✔ 現在、時短勤務で奮闘中
✔ 夫と子供（3歳、6歳）の4人家族
✔ 近くに義母が住んでおり、子育てに恵まれた環境

「
時
間
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
な
い
！
」
「
自
分
の

時
間
が
な
い
！
」
子
育
て
中
の
マ
マ
さ
ん
、
パ
パ
さ
ん
な

ら
共
感
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
子
供
は
大
人
の
事
情

は
ど
こ
吹
く
風
で
、
マ
イ
ペ
ー
ス
。
「
早
く
し
て
！
」

「
急
い
で
！
」
１
日
に
何
度
声
を
か
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

朝
の
支
度
が
第
１
ラ
ウ
ン
ド
、
仕
事
が
第
２
ラ
ウ
ン
ド
、

帰
宅
後
ま
た
第
３
ラ
ウ
ン
ド
が
待
っ
て
い
ま
す
。
体
力
の

な
い
私
は
寝
る
前
は
ヘ
ト
ヘ
ト
で
す
。
子
供
が
言
う
こ
と

を
聞
か
な
い
際
は
イ
ラ
イ
ラ
し
つ
つ
も
無
邪
気
な
笑
顔
に

癒
さ
れ
、
な
ん
と
か
日
々
を
乗
り
切
っ
て
い
ま
す
。
時
短

勤
務
は
フ
ル
タ
イ
ム
の
と
き
以
上
に
仕
事
の
効
率
化
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
２
年
前
に
リ
ー
ダ
ー
昇
進
の
話
が
あ
っ
た

と
き
に
は
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
不
安
も
あ
り
、
自
分

に
務
ま
る
の
だ
ろ
う
か
悩
み
ま
し
た
。
最
終
的
に
、
主
人

の
後
押
し
や
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
承
諾
し
た
の
で
す

が
、
そ
れ
か
ら
は
試
行
錯
誤
の
日
々
で
し
た
。

■
仕
事
と
家
庭
の
両
立

・
・
・
正
直
大
変
で
す
！

■
両
立
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

こ
れ
ま
で
順
風
満
帆

と
は
い
か
ず
紆
余
曲
折

あ
り
ま
し
た
が
、
結
局

重
要
な
の
は
自
分
自
身

が
元
気
で
い
る
こ
と
だ

と
感
じ
ま
す
。
私
が
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
は

次
の
３
つ
で
す
。

①
自
分
の
時
間
を
持
つ
こ
と

朝
生
活
に
シ
フ
ト
し
子
供
が
起
き
る
ま

で
は
ヨ
ガ
や
読
書
な
ど
好
き
な
こ
と
を
す

る
時
間
に
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
主
人
に

子
供
達
を
頼
み
友
人
と
外
食
に
い
っ
た
り
、

お
風
呂
で
１
人
湯
船
に
浸
か
り
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
時
間
も
持
っ
て
い
ま
す
。

②
自
分
で
予
定
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

出
来
て
い
る
実
感
を
持
つ
こ
と

抱
え
て
い
る
仕
事
は
ス
マ
ホ
の
メ
モ
に
全
て
書
き
出
し
、
頭
の
中
を
整

理
し
て
い
ま
す
。
出
勤
前
に
は
、
そ
の
日
行
う
こ
と
をTODO

リ
ス
ト
に

し
優
先
度
順
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
１
日
に
行
う
雑
務
は
３

つ
ま
で
に
す
る
こ
と
。
沢
山
書
き
出
す
と
結
局
終
わ
ら
ず
、
逆
に
ス
ト
レ

ス
に
な
る
か
ら
で
す
。
予
定
通
り
に
終
わ
る
と
達
成
感
に
も
繋
が
り
ま
す
。

帰
宅
後
の
家
事
は
子
供
の
相
手
を
し
な
が
ら
だ
と
大
変
な
の
で
、
朝
の
う

ち
に
洗
濯
物
た
た
み
や
料
理
の
下
ご
し
ら
え
な
ど
を
済
ま
せ
て
い
ま
す
。

子
供
と
一
緒
に
就
寝
す
る
の
で
、
夜
の
家
事
は
夫
が
主
に
担
当
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

③
自
己
研
鑽
の
時
間
を
持
つ
こ
と

コ
ロ
ナ
禍
を
機
にW

EB

研
修
も
増
え
ま
し
た
。
最
近
は
、
会
員
に
な
る

と
臨
床
の
悩
み
相
談
や
研
修
後
に
復
習
動
画
な
ど
を
提
供
し
て
く
れ
る
団

体
も
あ
り
ま
す
。
私
も
早
朝
や
休
日
に
動
画
研
修
を
受
け
、
臨
床
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
前
は
、
家
族
や
時
短
勤
務
を
理
由
に
多
く
の
こ
と

を
諦
め
て
い
ま
し
た
。
「
ど
う
や
っ
た
ら
出
来
る
か
」
と
い
う
考
え
方
に

シ
フ
ト
し
て
か
ら
は
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
子
供
は
現
在
も
体
調
を
崩
し
た
り
、
仕
事
が
時
間
内
に
終
わ
ら

な
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
家
族
や
理
解
あ
る
職
場
の
先
輩
・
後
輩
に
支

え
て
も
ら
い
今
が
あ
り
ま
す
。

周
囲
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
日
々
前
進
！



投稿フォームを活⽤し、⻑崎県作業療法⼠会員の情報提供をもとに、
広報局員が取材を始める新たな双⽅型広報の窓⼝です︕

⻑崎の作業療法⼠の数も1000⼈を超えました。今は多様性の時代
です。OTの働き⽅も⼗⼈⼗⾊だと思います。「このOTすごい︕⾯
⽩い︕」、「こんなことやってるんだ」など、みなさんの「声」を
ナガサキOTポストに投稿して、その声を深掘りしていきたいです︕

ナガサキOTポストとは

こちらから
投稿できます!

ナガサキOTポストは以下の「声」を募集します︕
A. 取材情報を提供したい！
ー施設や⼈物、イベント等に関して取材依頼してみませんか︖

B. 広報誌「さいかい」の表紙画像を提供したい！
ー患者さん、利⽤者さんなどと作った作品を掲載してみませんか︖

C. 「私たちこんなことやっています」に投稿したい！
ー病院・施設などの取り組みを紹介してみませんか︖

D. 「ママさん・パパさんOT」に投稿したい！
ー限られた時間で⽬の前の対象者、家族に向き合うOTを紹介しませんか︖

E. 「少しかわったことに挑戦しているOT」に投稿したい！
ーこちらはどんな情報でも⼤歓迎です︕

F. 広報局の仕事に興味がある！
ー私たちと⼀緒に活動してみませんか︖

編集後記
さいかい115号はどうでしたでしょ
うか？今回の目玉はなんといって
も4年ぶりの現地開催で行われる県
学会ではないでしょうか。コロナ
禍が明け、久しぶりの対面学会と
なっています。LIVE配信だけでな
く、是非現地に足を運んでいただ
きたいです！学会後のレセプショ
ンの参加お待ちしています！

ゆかいな編集担当広報局員
宮崎病院
原 修平

宮崎病院
池⽥ 結花

公⽴⼩浜病院
吉⽥ 将⼈

池⽥病院
中村 ひかる




